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　新年あけましておめでとうございます。
　21世紀も10年目、今年は阪神・淡路大震災から15年の節目を迎えます。
　これを期に、改めて震災の経験と教訓を伝承する「伝える」「備える」取組とともに、創
造的復興を成し遂げてきた兵庫の力を礎に、21世紀の成熟社会を先導する地域づくり
を進めましょう。
　震災直後に540万人まで減少した人口も、昨年11月、560万人を超えました。今後予
測されている本格的な人口減少社会が到来しても、地域社会が活力を失わないよう、
兵庫の多様性を生かし、元気な兵庫づくりに取り組まなければなりません。
　一つは、安全安心の確保です。台風９号の教訓を踏まえ、山の管理や谷筋の砂防
対策などを徹底します。また、新型インフルエンザ対策、緊急経済雇用対策に万全を期
します。
　二つは、地域活力の増進です。ふるさと自立計画への支援、商店街の活性化、就農
促進など、地域の努力を応援します。また、仕事と生活が調和する社会、女性や高齢
者の元気を生かせる社会の実現をめざします。
　三つは、新時代の先導です。少子化、高齢化、地域偏在とともに進む人口減少など
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　当センターは、建設事業の発注者支援機関として、各種技術研修の実施、設計・積算・工事

監理の業務受託、土地区画整理事業など住民主体のまちづくりへの支援のほか、昨年４月、

(財)兵庫県下水道公社と統合し、新たに流域下水道維持管理業務等を加え、「元気で安全

安心な兵庫」の実現をめざし取り組んでいるところです。

　これらの事業が円滑に遂行できておりますのも、県、市町並びに関係機関の皆様の暖かいご

支援ご協力の賜であり、ここに厚く感謝申し上げます。

　いま、社会基盤整備を取り巻く環境は非常に厳しいものがあり、県においては、新行財政構造

改革推進方策（新行革プラン）に基づき投資事業が削減され、今まで以上に事業の重点化・効

率化を図ることが求められています。また、社会基盤施設の老朽化に伴う適切な維持管理及び

地球温暖化等に伴う自然災害に対する防災・減災対策が一層重要となっています。

　当センターとしては、これらの建設行政課題を的確に踏まえながら、「安全・安心で活力あるま

ちづくりをめざして」、「美しい水環境と快適な生活の創造をめざして」、「建設・まちづくりの技術と

情報の拠点をめざして」、「たくましい技術者の養成をめざして」の４つの柱のもと、持てる技術力

を最大限に発揮しながら、一層幅広く質の高い業務展開を図り、発注者支援機関としての役割

を着実に果たしていきたいと考えております。

　今年度は、特に、台風９号の被害が大きかった千種川水系等の復旧・復興事業を積極的に

支援するとともに、下水道施設監理で培った技術も活かし、地域の安全を図る排水機場等の

設計・積算・工事監理業務への取り組みを拡大してまいります。

　今後とも、県・市町との連携を密にし、役員、職員が一体となって社会基盤整備の企画・計画

から維持管理までをトータルに支援すべく業務を推進してまいりますので、引き続き皆様のご指導

を賜りますとともに、より一層ご活用をいただきますようお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年4月

福良港津波防災ステーション

加古川上流浄化センター（やなせ苑）

和布郷瀬線（重春橋）

日本最古の酒蔵（国指定重要文化財））
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4275064000
橋長 L ＝151000

M M

F

F

　丹波市柏原町、旧城下町の風情が残る街並みの、静か
な環境のもと、現在6人の職員で業務に取り組んでいます。
　事務所では、主に北播磨県民局及び丹波県民局施工
の橋梁、トンネル、ダム工事の積算業務、工事監理業務を担
当しています。
　今回は、兵庫県北播磨県民局加東土木事務所より工事
監理業務を受託している(都)和布郷瀬線 重春橋上部工工
事について紹介します。

（都）和布郷瀬線
緊急街路整備事業 重春橋

工事の目的と概要
　都市計画道路和布郷瀬線は、西脇市を南北に縦断し、その
中心部と国道175号を接続する中心市街地における南北の骨
格道路として位置づけられています。
　この和布郷瀬線の南部、加古川に架かる重春橋は、老朽橋
であり荷重が制限されていたため、兵庫県北播磨県民局加東土
木事務所により、加古川河川激甚災害特別対策緊急事業とあ
わせた架け替えが進められており、平成23年春の全面供用を目
指しています。（平成22年中に暫定供用予定）
　重春橋の架け替えにより、大型車両の通行が可能となるととも
に、安全で快適な道路交通が確保されます。
1． 工 事 名　（都）和布郷瀬線 重春橋上部工工事
2． 工事場所　西脇市和布町
3． 発 注 者　兵庫県 北播磨県民局 加東土木事務所
4． 工　　期　平成21年6月13日～平成23年3月25日

工事内容・施工方法
　本橋梁は、JRの踏切に近接するとともに、人家密集地帯にあ
り、道路縦断を上げられないため、上部工に鋼床版箱桁を採用
し桁高を抑えています。架設の施工は架設した桁上にクレーンを
設置・移動させる、トラベラー方式で行います。また、一般車両（4t
以下）や緊急車両の通行確保のため、旧橋側歩道橋を仮車道
橋（一方通行）とし、加えて、張り出し桁、木床版を取り付け、仮歩
道橋として交通の確保を行いながらでの施工となり、様 な々安全
対策を導入しています。

【左前列から】中井臨時職員　三木主査　濱口専門員
【右前列から】平山副課長　福崎副課長　團野所長

丹波事務所の紹介

トラベラー方式（クローラクレーンベント工法）での架設

◆あとがき◆
　この冊子がみなさんのお手元に届く頃は、桁・床版の架設・ボルト本締め工程が完了し、桁と沓の最終調整を行っているとこ
ろです。本橋梁では、6万本以上のボルトを使用していますが、これら一本一本が連携し、橋の構造を支えていると思うと感慨深
いです。今後も事故なく無事竣工できるよう気を抜かず工事監理を行っていきたいと思います。

丹波事務所 主査 三木文雄

上部工：鋼3径間連続鋼床版箱桁橋
下部工：逆T橋台（場所打ち杭、回転圧入杭）　張出し式橋脚（直接基礎、場所打ち杭）
活荷重：B活荷重
橋　長：151.0m（支間長42.75m+64.00m+42.75m）
幅　員： 14.0m～17.0m（車道：3.25m×2車線　歩道：3.50m×2（両側））

安全対策

（1）レーザーバリアシステム
　仮車道橋との境界にレーザー警戒システムを導入
し、吊荷やクレーンブームがバリア部に進入すると警報
装置が作動し、通過交通の安全を確保

（2）緊急地震・気象情報速報システム
　気象庁から発信される緊急地震速報や警報等を受
信し、直ちに現場事務所からの警報音やランプなどによ
り作業員等に伝達し、適切な安全対策を実施

（3）強風 警報監視システム
　設定した風速を検知すると自動的に風速に合わせた
色のランプが点灯するとともに風速のデータがPCに記
録される。作業の中止等の判断が容易となり、作業の安
全対策を実施

旧橋梁（左）と旧橋側歩道橋旧橋梁（左）と旧橋側歩道橋 仮車道（左）と仮歩道（右）仮車道（左）と仮歩道（右）

上部工架設前の状況上部工架設前の状況 仮歩道の下部構造仮歩道の下部構造

主桁架設状況主桁架設状況 覆工板設置（下は主桁設置済）覆工板設置（下は主桁設置済） 主桁架設状況主桁架設状況 鋼床版架設状況鋼床版架設状況

資料提供：加東土木事務所多可事業所、JFEエンジニアリング株式会社

A1 側に作業ヤードを設置し、A1～ P1 間をクレーンによるベント工法で架設

桁上に覆工設備を設けクレーンを搭載し、A2 側に向け、順次トラベラー方式によるベント工法で主桁を架設

A2 側からA1 側に向け、覆工設備を撤去しつつ、順次、鋼床版を架設し、最後に作業ヤードを撤去

レーザーバリアシステムの概略図レーザーバリアシステムの概略図

強風警報監視強風警報監視

レーザースキャナレーザースキャナ

通常ランプ通常ランプ

警報ランプ警報ランプ

レーザースキャナレーザースキャナ

10分間の平均風速10m以上
（警報音有）

瞬間風速20m以上
（警報音有）

上記以外
（通常時：作業OK）

STEP2

STEP3

STEP1

STEP2

STEP2 STEP2

STEP3

STEP3

STEP1

STEP1

重春橋

（都）和布郷瀬線

JR加古川線

新西脇駅

西脇市駅

（国）175号

至 明石

至 福知山

杉
原
川

杉
原
川

加
古
川

加
古
川

センターが受託している工事監理業務について、担当する現場技術員
がそれぞれの経験を通じ、工事に関する様々な話題を提供します。

丹波事務所

Techonology  Diary

工事監理日誌  vol.17 工 事 監 理 日誌



伊丹市の景観行政の取り組みから
　　  伊丹市都市創造部都市企画室に伺いました

【左から】市山主査　梨尾臨時職員　濱田主任　中畠技術職員　大塚所長　北センター長

第4回
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 Public Organization Interview

訪 問 コ ー ナー

①取り組み経緯
　取り組みは、平成●年度まで遡り、市は、商業活性化策として道
路の美装化や伊丹郷町長屋風の飲食店舗を誘致するなど、積極
的に沿道修景の整備に取り組んできました。
　一方、地区に点在する景観資源をより活かした「景観まちづくり」
を展開するため、平成17年度に地権者や商店主を交えた座談会
を立上げました。ここで、市は決して大きな計画を論じず、気さくなス
タイルで、まずは住民との信頼関係の構築に尽力しました。この展
開が功を奏し、平成18年度に伊丹酒蔵通り協議会が設立されまし
た。発足直後、「のじぎく兵庫国体」の開催と合わせて、協議会が
主催となって、来訪者に対するおもてなしの気持ちを込めたイベント

「街灯りフェスティバル」を開催しました。
　これを契機として、平成20年度には景観計画の重点区域に伊
丹市酒蔵通り地区を新規追加することができました。　
　更に、これまでの市と協議会の景観まちづくり活動が評価され、
都市景観大賞の「美しいまちなみ優秀賞」を受賞しました。平成21
年度には、国交省の施策である「地域景観づくり緊急支援事業」
に採択され社会実験を実施しました。

②景観まちづくり活動
■まち灯りフェスティバル
　「まち灯りフェスティバル」は協議会の手作り行灯という粋な計ら
いにより、市内外の方から高い評価を得て、毎秋開催されるようにな
りました。平成19年度にはクリスマスにイルミネーションを組み合わせ
た独自のオブジェを展示しました。

■地域景観づくり緊急支援事業による社会実験
　商業地としての「賑わい」の創出と「良好な景観形成」の両立を
可能とする屋外広告物のあり方について、社会実験を行いました。
　日本古来のもので集客できないかという方針のもと、通りの軒先に

「のれん」を掲出しました、伊丹酒蔵通りの「和」のイメージを、より一
層引き立て、特に「短のれん」は、布が「風」という自然要素と融合す
ることで、通りに華やかさと賑わいをもたらし、沿道景観の連続性創
出に大きく貢献したと感じています。

景観行政のあゆみ
　伊丹市は、昭和59年に都市景観条例を制定し、同時に良好な
景観形成を図るべく、都市景観基金を創設しました。当時、景観基
金の創設は、全国的にも先駆けて取り組まれました。
　この中で、点在する歴史的建造物を景観資源として、市都市
景観建造物に指定し、改修等への積極的な助成を行ってきました。

（現在15件の指定 ※平成7年 阪神・淡路大震災前は31件）
　また、伊丹市発展の歴史に影響を与えた旧西国街道など４街道
について歴史軸として位置づけ、その特徴ある街道筋沿道を市都
市景観形成道路に指定し、歴史的街並みが残る沿道景観の保
全・育成を図っています。
　更に、市の中心部に位置し、往時は灘に劣らぬ酒造業で栄えた
酒蔵や町屋が色濃く残る旧伊丹郷

ごうちょう

町地域を歴史的市街地ゾーン
として位置づけ、保全を図るなど、積極的に景観資源を守り育て、
創ってきました。
　平成17年 9月に景観行政団体となり、平成18年 3月に全国で
10番目となる景観計画を策定し、同年12月に従来の自主条例を景
観法に基づく条例へと全面改正し、現在に至っています。

景観行政団体への移行の動機
　景観行政として、歴史的景観資源の保全・活用を図る一方で平
成 7年の阪神・淡路大震災により、中心市街地は大きな痛手を負

い、空地が目立つようになりました。ＪＲで大阪中心部まで約15分とい
う立地条件の良さと利便性の高さから、マンション建設や派手な外
観の商業施設の進展、屋外広告物の氾濫など、伊丹らしい街並
みを形成していた伝統的な酒蔵や町屋などは、近代的な開発圧
力のもと危機に晒されていました。
　自主条例に基づく指導での対応には一定の限界を感じ、これま
での都市景観条例で取り組んできた枠組みに加え、景観法による
規制誘導を図りながら、伊丹の伝統的な景観を保全・創出するとと
もに、市民・事業者・行政が共に参加した仕組みを最大限に活用し
ていくことが必要との認識に至り、景観行政団体へ移行しました。

景観計画の概要
　景観計画では、市域全域を景観計画区域とし、周囲に与える景
観的影響がある大規模建築物及び重点区域の建築物の新築、
増改築等に対し、色彩基準を定めています。重点区域は、従前の
条例において都市景観形成道路に指定していた４つの街道筋、
酒造文化で栄えた歴史的建造物が点在する歴史的市街地ゾー
ンである伊丹郷町区域を指定し、風格と賑わいある街並み景観の
創造を図ります。
　更に、平成20年 4月には伊丹市酒蔵通り地区を重点区域に新
規追加し歴史的景観の保全・育成・創出を図っています。

伊丹市酒蔵通り地区
　伊丹市酒蔵通り地区は、戦国時代に有岡城下の侍町として形
成され、江戸時代には酒造業の発展とともに数多くの町屋や社寺
が集積し、伊丹郷町の中心となる賑わいのある通りでした。
　伊丹郷町地区の大部分は、現在の中心市街地に位置した商
業地であり、伊丹酒蔵通りは、その中心を横断しJR伊丹駅と阪急
伊丹駅を東西に接続する歩行者優先道路であり、市外からの来
訪者を迎える玄関口となっています。
　また、有岡城跡をはじめ、景観重要建造物に指定している「白雪
ブルワリービレッジ長寿蔵」や酒造の排水路を再現した大溝など、
往時をしのばせる景観・歴史的資源が多く点在しています。
　本地区では、景観上の重点区域としての景観保全と、商業地と
しての活性化と賑わいの創出という、相反する問題をいかに両立
させるかが重要な課題となっています。

訪問趣旨
　今日、まちづくりや地域整備に関わる多くの分野において、「景
観」がキーワードとして捉えられ、様 な々取り組み、目標の中に「景観
の保全、創造」が掲げられています。
　このような中、伊丹市では平成16年に景観法が制定されたのを
機に、平成17年 9月に、兵庫県内の一般市町としては初めて景観
行政団体となりました。
　伊丹市は、全国的にも早い段階から景観行政に取り組み、兵庫
県内では神戸市につぎ昭和59年に都市景観条例を制定しました。
　今回は、昭和の時代から景観行政に尽力し、市政目標として描
いた「夢と魅力のあるまち伊丹の実現」の一つのツールとして、地域
住民と一体のもと、景観行政に取り組んでいる伊丹市都市創造部
都市企画室を訪ね、その姿勢や取り組みを取材しました。

「新しい技術、特徴ある施策や地域の取り組み」などについて、積極的に
取り組まれている兵庫県内の土木事務所、市町、外郭団体を取材します。

伊丹市の景観ビジョン
　「特色ある景観資源をいかし、地域の個性をはぐくむまち」「魅
力ある景観を誇りと心意気でつくるまち」を基軸として、以下４つの
基本方針を定めています。

１ 市民・事業者・行政が共に景観まちづくりに取り組む

２ 人にやさしく安全・安心して生活できる地域づくり

３ 伊丹郷町・街道筋を核とした歴史的景観を守る・育てる・創る

４ 質の高い快適な市街地景観を守る・育てる・創る
景観の果たす役割や効果
　取材の最後に、「景観の果たす役割や効果」「今後の展開」に
ついて、伊丹市の思想を伺いました。
①景観は都市間競争を勝ち抜く戦略
　阪神間には、ブランド力の高い自治体が集積し、その中でも伊
丹市が「住んで良し、訪れて良しのまちづくり」の施策展開を行っ
ていく上で、まちのイメージを創造する景観が重要な要素を占め、ま
さにこの人口減少社会に、魅力と集客力を高める景観こそ、都市
間競争の時代を勝ち抜く戦略という役割を担っていると思います。
②景観まちづくりの時代
　高度成長期の文明力を活かした成長時代から、地域らしさを
活かした歴史・文化の香りを残す質の高い景観を創造し、地域の
付加価値を高めることによって、市民や来訪者の快適感や満足
感を生み出す効果があると思います。まさに地域の文化力を活か
した「景観まちづくり」の時代です。
③今後の展開
　景観まちづくり活動は、市民・事業者・行政が一体的に取り組む
ものという姿勢を大事にし、更に景観に興味をもっていただけるよ
う、市民への意識啓発の一環として、平成 2年度以降途絶えて
いた「景観表彰制度」を復活させ、「夢と魅力あるまち伊丹の実
現」を描き続けたいと考えています。

（伊丹市都市創造部都市企画室）

年 度 実施月 取　り　組　み

H17 8月～12月 地区内の地権者・商業者を交えた「座談会」を立ち上げ
景観づくり勉強会の開始

H18
 7月 伊丹酒蔵通り協議会の発足
 9月 協議会が主催した街灯りフェスティバルの実施

H19
 9月 地権者の合意のもと、景観計画の重点区域に指定
12月 協議会が主催したクリスマス街灯りの実施

H20
 1月 重点区域指定に係る変更の告示
 6月 都市景観大賞「美しいまちなみ優秀賞」を受賞

H21 地域景観づくり緊急支援事業に採択され、社会実験の
実施

■取り組み年表

伊丹酒蔵通りまち灯り（秋）
白雪ブルワリービレッジ長寿蔵

伊丹氏酒蔵通り地区

再現した大溝
クリスマスのまち灯り（冬）



◆◆センターからのお知らせです◆◆ 新たな支援制度の創設や研修日程など、
センターからお知らせする内容を掲載します。
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　兵庫県県土整備部では、近年高まる公共工事の透明性、公平性の向上への要請に対応し、契約内容のより一層
の明確化を図るため、土木請負工事における設計図書の見直しを行い、本年7月より入札公告（入札通知）する工事
から運用することとしました。

兵庫県県土整備部（土木請負工事）の
設計図書が変わりました 

今日的話題について、国の施策や兵庫県の方針、センター業務についてご紹介します。

《兵庫県県土整備部県土企画局技術企画課》

土木事業の動向など

　今回の改正では、設計図書である「金抜設計書」を、図面・仕様書等からなる「設計図書」と内訳書等からなる
「見積参考図書」に分け、入札参加者の積算の効率化や、契約条件となる指定事項と契約条件とならない任意事
項の明確化を図りました。
　また、設計図書には、工事目的物の数量や規格のほか、指定すべきものについて記載した契約数量表を新たに追
加しています。
なお、入札見積もりの際には「設計図書」と「見積参考図書」を入札参加者に提示します。

ここに注意！
※契約図書である設計図書の設計変
更は、図面や契約数量表の数値等が変
更となる場合に行います。
※見積参考図書の内容が変更となって
も、設計図書の内容が変更とならない限
り、設計変更の対象にはなりません。

設計図書の構成とその内容

　設計図書の改正に併せ、設計図書（図面、契約数量表等）と見積参考図書（工事費内訳書・施工単価表、参考
図等）に明示する条件の考え方を整理し、発注者と請負者の認識の一致を図りました。

設計図書 見積参考図書

明示する条件の
考え方

工事目的物が有すべき必要条件（設計図書の変
更（設計変更）の対象となる条件）を明示

（例）使用材料の規格　等

設計図書では判断しにくい条件や表示すること
で請負者の積算の効率化が見込まれる条件を
明示
　（例）任意仮設　等

ここに注意！
※上表は標準的な考え方等を示したものであり、個々の工事における工事現場状況等により、必要に応じて、設計
図書または見積参考図書への明示する条件を変更します。
※契約数量表に記載のない事項も、図面・その他仕様書に記載されたものは指定事項となります。

設計図書に明示する施工条件等の変更

平成２２年度 （財）兵庫県まちづくり技術センター研修及び講習会等実施計画
各日程や開催場所、募集人数は変更になる場合があります。詳しくはホームページをご覧下さい。http://www.hyogo-ctc.or.jp

お問い合わせ先　企画部企画・研修課　☎ 078-367-1223

部門 研修コース 日程 募集
人数 対象者 研修内容
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市町道橋梁点検に
関する技術講習会

 5月18日
10月22日 各40人 市町職員 長寿命化修繕計画策定の基礎データ収集のため、橋梁の状態を簡易に把握することを主眼とし

た、市町版『基礎データ収集要領(案)』の理解と、本要領を用いた橋梁点検の技術を修得する。
コンクリート構造物
の施工と維持管理  6月22日 60人 兵庫県職員

市町職員
コンクリート構造物について、コンクリート特性を踏まえた施工管理、品質管理、長寿命化に向け
た点検、補修・補強工法概要等、施工から維持管理までの一連の基礎知識を修得する。

鋼橋に関する技術
講習会  7月16日 40人 〃 鋼橋の計画・設計、施工（製作、輸送、架設）及び維持補修（点検、診断、補強工法）についての

基本的知識を修得する。

河川講習会  7月30日 60人 〃 環境、防災、維持管理等、あらゆる分野で変化していく河川行政を取り巻く状況に即応したテー
マについて、基本的な認識を深め、技術力の向上を図る。

災害復旧（Ⅰ）  8月20日 40人 兵庫県職員
県土整備部等の土木技術職員を対象に、土木施設の災害発生時の応急対応及び災害復旧
事業や改良復旧事業の採択に向けた的確な調査・設計等、災害査定に必要な基本的知識を
修得する。

災害復旧（Ⅱ）  8月27日 40人 市町職員 市町建設事業担当職員を対象に、土木施設の災害発生時の応急対応及び災害復旧事業や改
良復旧事業の採択に向けた的確な調査・設計等、災害査定に必要な基本的知識を修得する。

舗装に関する技術
講習会 12月10日 50人 兵庫県職員

市町職員
アスファルト舗装について、舗装構造の技術基準、施工管理、維持補修と補修工法の基本的知
識を修得する。

地盤調査に関する
技術講習会 12月16日 50人 〃 構造物基礎の設計に際して必要な地盤調査の目的、使用機器、得られるデータ等の理解を深

め、適切な調査設計立案及び現場指導のための基本的知識を修得する。
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道路計画演習 6月17日 40人 兵庫県職員
市町職員

道路計画において基本となる道路構造令とその留意点・注意事項等について事例を用いて解
説するとともに、設計演習を行い、道路計画の立案、設計についての基本的技術を修得する。

交差点計画演習  7月 2日 50人 〃 交差点計画の留意点・注意事項等について、事例を用いて解説するとともに、平面交差の計画、設
計の基本となる幾何構造について設計演習を行い、交差点計画の基本技術を修得する。

構造物設計演習  9月 3日
10月 1日 各30人 〃 重力式擁壁及び逆T式擁壁の安定計算と部材計算の演習を通じて、擁壁設計に必要な基本

的技術を修得する。

支持力計算演習  1月14日 50人 〃 直接基礎及び杭基礎設計に関する支持力計算の演習を通じて、設計に必要な地盤情報（土
質定数）と支持力計算における留意点等について理解を深める。

当
職
員
研
修

ま
ち
づ
く
り
担

土地区画整理研修  6月 3日～
 6月 4日 40人 兵庫県職員

市町職員
土地区画整理業務に携わる職員を対象に、区画整理のしくみ、換地設計等に関する基礎知識
と、実務能力の向上を図る。

まちづくり研修 10月 8日 50人 〃 まちづくりに携わる職員を対象に、都市計画、まちづくり手法等に関する基礎知識と、実務能力の
向上を図る。

市
町
職
員
階
層
別
研
修

新任研修  6月 9日～
 6月10日 25人 市町職員 建設事業経験が概ね３年以内の市町職員を対象に、コンクリート構造物の技術や工事監督等

の講義とともに設計積算の演習を行い、職務に必要な基礎知識を修得する。

災害復旧実務研修  8月 5日～
 8月 6日 20人 〃 建設事業経験が３年程度の市町職員を対象に、災害復旧事業についての講義、測量実習、設

計積算演習等を行い、実務に必要な基礎知識や技術を修得する。

中堅研修 10月29日 25人 〃 建設事業経験が10年程度の市町職員を対象に、ユニバーサルな設計（福祉のまちづくり）につ
いての講義や擬似体験等を通じて、技術力の向上を図る。

部・課長研修 11月26日 50人 〃 市町の建設行政を担当する管理職を対象に、建設行政を取り巻く環境の変化や、それに即応し
た新たな取り組みについての講義により、管理職としての見識と管理能力の向上を図る。

■専門分野別技術研修

他にも、兵庫県との共催により、兵庫県技術職員階層別研修及び現場研修も行っています。※青字は修了。

日　　程 場　　所 試　験　科　目

11月 7日 流通科学大学
①下水道に関する一般的知識
②下水道に関する諸法規
③排水設備工事の設計施工方法等

お問い合わせ先　下水道事業部下水道企画課　☎ 078-367-1205■下水道排水設備工事責任技術者試験

日　　程 場　　所 対　　象　　者
10月 4日 洲本市文化体育館

試験を受験される方を対象に、希望者に試験前の講習を行います。10月 6日 但馬地域地場産業振興センター
10月 7日 兵庫県農業共済会館
10月13日 姫路市市民会館

■下水道排水設備工事責任技術者受験講習 お問い合わせ先　下水道事業部下水道企画課　☎ 078-367-1205

日　　程 場　　所 対　　象　　者
7月8日 県立姫路労働会館

平成17年度に、下水道排水設備工事責任技術者更新講習を修
了された方、または、平成17年度に、下水道排水設備工事責任技
術者試験に合格された方で、受講申し込みを行った方。（全日程の
申込み受付終了）

7月13日 加古川市民会館
7月15日 兵庫県民会館
7月21日 豊岡市民会館
7月23日 洲本市文化体育館
7月29日 丹波の森公苑

■下水道排水設備工事責任技術者更新講習 お問い合わせ先　下水道事業部下水道企画課　☎ 078-367-1205

研修コース 募集人数 対　象　者 研　　修　　内　　容兵庫県職員 外郭団体
電子施工管理 10名 １０回 ― 電子施工管理システム操作演習
電子納品 20名 ３回 (3回) 電子納品ソフト操作演習
ＣＡＤ速習 20名 ６回 (６回) ＣＡＤ操作演習初級・中級編
ＣＡＤエキスパート 20名 ６回 (６回) ＣＡＤ操作演習応用編

■ＣＡＬＳ／ＥＣ研修 お問い合わせ先　企画部情報管理課　  ☎ 078-367-1225

電子施工管理研修コースは、各回半日。その他のコースは１日です。※（　）書き回数は左記に含む
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